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○第 19 回拡大世話人会

　日時：５月 16 日 ( 日 )

　　　　18 時 30 分～

　場所：千年の宴

　　( 青空フェスタ三宅島

　　　テント近く )

　電話：03‐5261‐9488

　神楽坂青空フェスタ終

了後。フェスタの反省会も

含め行います。世話人以外

の皆さまも是非ご参加を

お待ちしております。

○ご寄付者名

　匿名希望様、佐藤宗ノ子様

　（2 月 16 日～ 4 月 15 日）

　ありがとうございました。

事務局：あすなろ保育園内

郵便番号：173-0005

住所：板橋区仲宿 25-6

電話・ＦＡＸ　03(3963)5697

担当　横山美紀事務局長

事務局便り

発行所：三宅島ふるさと　　
　　　  　再生ネットワーク

（本部）〒 100-1101
　東京都三宅島三宅村神着 320-2

  ℡ 090-4922-0798

発行人：会長 佐藤就之

三
宅
島
新
報

三
宅
島
新
報

隔 月 発 行

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://thoshikawa.com/miyake.furusato.net/top.htm

　

人
工
透
析
装
置
の
設
置
を

求
め
る
請
願
署
名
は
、
昨
年

６
月
に
１
２
３
８
筆
、
内
在

京
者
１
４
０
筆
分
が
村
議
会

に
提
出
さ
れ
た
が
未
だ
実
現

さ
れ
て
い
な
い
。
人
工
透
析

が
な
い
た
め
に
帰
島
で
き
な

い
在
京
者
、
新
た
に
在
島
者

で
も
発
病
の
た
め
せ
っ
か
く

帰
島
し
て
も
内
地
に
逆
戻
り

と
な
り
家
族
が
分
断
さ
れ
て

い
る
。

　

２
月
８
日
、
９
日
村
議
会

は
、
専
用
ヘ
リ
を
使
い
透
析

な
ど
医
療
機
関
視
察
の
た
め

新
島
村
長
な
ど
と
意
見
交
換

を
し
た
。
参
加
し
た
Ａ
村
議

は
「
財
政
的
に
も
問
題
な
く

円
滑
に
運
用
さ
れ
て
い
る
」

と
話
し
た
。

　

村
議
会
は
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
審
議
に
、
次

は
経
済
厚
生
常
任
委
員
会
と

タ
ラ
イ
回
し
で
10
ヶ
月
も
経

過
し
た
。
必
要
と
し
て
い
る

患
者
は
高
齢
化
し
て
い
て
早

期
設
置
を
切
実
に
求
め
島
に

帰
り
た
が
っ
て
い
る
。
命
を

大
切
に
安
心
し
て
住
め
る
島

 

平
野
村
長
が
平
成
22
年
度

の
施
政
方
針
で
、
避
難
解
除

か
ら
５
年
の
節
目
と
し
て
全

国
の
支
援
者
の
皆
さ
ん
に
感

謝
を
込
め
た
「
集
い
」
を
９

月
４
日
に
行
う
と
表
明
。
予

算
は
１
５
０
０
万
円
。
村
民

の
要
望
に
は
お
金
が
無
い
が

口
癖
の
村
政
。
通
り
一
遍
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
困
る
。

　

前
例
の
な
い
長
期
災
害
の

復
旧
の
検
証
と
今
後
の
再
生

課
題
に
つ
い
て
支
援
者
・
専

門
家
・
行
政
と
共
に
島
民
参

加
型
で
意
見
を
交
換
し
島
の

将
来
に
希
望
の
持
て
る
機
会

に
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

【
主
な
イ
ベ
ン
ト
】

★
５
月
22
日
、
23
日

　

島
じ
ま
ん
・
販
売
（
浜
松

町
・
東
海
汽
船
竹
芝
桟
橋
）

伊
豆
七
島
の
特
産
品
競
売

★
７
月
17
日
、
18
日

　

牛
頭　

天
王
祭
（
神
着
御

笏
神
社
）

★
７
月
下
旬　

週
末
予
定

　

三
宅
島
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ

海
の
お
祭
り
、
観
光
客
歓
迎

★
10
月
12
日

　

浅
沼
刺
殺
50
周
年
「
日
本

の
こ
れ
か
ら
を
問
う
」
党
首

演
説
会
・
日
比
谷
公
会
堂

づ
く
り
は
村
長
と
村
議
の
責

務
だ
。
ま
ず
設
置
を
前
提
に

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
請

願
署
名
者
と
島
民
は
望
ん
で

い
る
。
こ
れ
以
上
、
島
民
を

失
望
さ
せ
な
い
で
！

明日葉　　１束 300 円
さつま餅　１パック　500 円
竹の子　　1袋　500 円
くさや　　及び加工品など
★以下は調理品
明日葉の天ぷら　　　　100 円～ 150 円
さつま餅の揚げたもの　一切れ 100 円～ 150 円
サーターアンダーギー　
　　１個 120 円　１袋　個入り 300 円

神楽坂青空市 ５月 16 日に開催
　ふるさとネットでは、５月 16 日（日）12 時か
ら６時まで新宿区の神楽坂商店街の主催する青空
市に参加し、三宅島の特産品の販売を行います。
販売品目は次の通り。ぜひ、お出かけください。

アクセス：東京メトロ東西線　神楽坂駅下車すぐ

昨年 10 月の神楽坂青空市で

　島の高齢化が進むにつれ

て、その必要性が高くなって

いる人工透析装置。多くの請

願署名が集められているが、

まだ具体的な設置の動きはな

い。装置がないために島を出

なければならない人もいる

中、早期の実現を求めたい。

未だに設置されない人工透析装置 

なぜ届かない !? 島民の声

村
長
が
「
集
い
」
の
実
施
を
表
明

将
来
に
繋
が
る
内
容
に
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４月８日　訪問活動打ち合わせ

５月１日　三宅島新報第 21 号発行

　　２日　三宅島で及川先生によ

　　　　　 る健康講座

　　16 日　第 15 会世話人会

　　17 日　神楽坂青空フェスタ出店

　 18 日　人工透析実施に関す

　　　　　る署名 145 名の署名

７月１日　三宅島新報第 22 号発行

　　12 日　訪問活動報告会議

　　21 日　一橋大学・東京大学

　　　　　ゼミ研究（あすなろ

　　　　　保育園地下室にて）

８月３日～６日

　向上高校新聞委員会、ＤＴＰＡ

　三宅島にてボランティア

９月１日　三宅島新報第 23 号発行

　　５日 日本災害復興学会入会

   12日　三宅島ファミリー農園

         より 300袋の里芋の寄 

          付を頂く（ネット事務

　　　　　局、酒井副会長、ＤＴ

　　　　　ＰＡで在京島民の方々

　　　　　へ配布）

　　14 日　第 16 回世話人会

10 月４日　神楽坂青空フェスタに

　　　　　出店（明日葉・里芋・

　　　　　くさやの他、明日葉の

　　　　　天ぷらとサータアンダ

　　　　　ギーを実演販売）

　　９日　浅沼稲次郎追悼集会

　　　　（横山事務局長参加）

    17 日  日本災害復興学会長岡      

           大会へ世話人の伊藤奈   

          穂子さん参加

11月１日　三宅島新報第 25号発行

　　11 日　１．１７今わたしたち

　　　　　にできること～災害

　　　　　を知らない子どもたち

　　　　　へ～練馬区にて（世話

　　　　　人京町さん出演）

16 日～ 17 日

　阪神淡路大震災「１．１７のつ

　どい」にネット 2名、向上高校

　新聞委員会、ＤＴＰＡが参加

２月１日　佐藤就之会長取材

　　　　　平成 22 年三宅島功労

　　　　　者表彰式『希望の鐘』

　　　　　を鳴らすイベント

　　４日　事務局会議　

　　６日　帰島５周年記念新年会

　　　　　「ビストロおきみくら」

　　　　　にて（30 人参加）

３月１日　三宅島新報第 26 号発行

 　13 日　第 18 回世話人会　

【その他の活動】

※訪問活動…事務局・ＤＴＰＡ・     

   酒井副会長の３チームに分か   

   れて実施

※ふれあいコール…随時実施

①
情
報
活
動
に
つ
い
て

　

三
宅
島
新
報
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
の
ご
協
力
に
よ
り
隔
月
発

行
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
在
京
島
民
の

声
や
島
の
状
況
な
ど
常
に
新

し
い
情
報
の
更
新
に
努
め
て

い
き
た
い
。

②
訪
問
活
動
に
つ
い
て

　

事
務
局
チ
ー
ム
・
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
チ
ー
ム
・
酒
井
副
会
長

チ
ー
ム
の
３
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
活
動
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
数
件
訪
問
先

も
増
え
、
今
年
度
は
18
世
帯

の
訪
問
が
で
き
た
。
訪
問
先

は
高
齢
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
定
期
的
に
訪
問

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ル
に
関
し
て
も
、
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

③
支
援
層
と
交
流
の
広
が
り

に
つ
い
て

　

今
年
度
も
、
神
楽
坂
青
空

フ
ェ
ス
タ
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
回
は
、
明
日

葉
の
天
ぷ
ら
な
ど
島
の
味
を

実
演
販
売
し
、
た
い
へ
ん
好

評
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
災
害
復
興
学

会
へ
入
会
し
、
「
日
本
災
害

復
興
学
会
２
０
０
９
長
岡
大

会
」
へ
参
加
、
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
と
も

継
続
し
て
い
く
。

④
ご
寄
付
・
活
動
等
の
協
力

に
つ
い
て

　

今
年
度
も
、
皆
さ
ま
か
ら

の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
い
た

こ
と
に
よ
り
、
三
宅
島
新
報

の
発
行
、
訪
問
活
動
、
他
被

災
地
と
の
交
流
等
、
活
動
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ふるさとネット総会

噴火10 周年への 決意新たに

平成 21 年度の活動報告

　ふるさとネットでは、３月 13日に巣鴨の喫茶ルノアール会議室
で総会を実施。平成 21年度の活動をまとめるとともに、噴火から
10年目、避難指示解除から５年目の節目の平成 22年度は、より
充実した活動を展開していくことを確認した。

前年度の
取り組み

広
が
り
見
せ
た
交
流
の
輪

日
本
災
害
復
興
学
会
に
も
入
会
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①
２
０
０
０
年
三
宅
島
噴
火

か
ら
10
年
目
、
全
島
避
難
指

示
解
除
か
ら
５
年
を
迎
え
る

節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
を
重

視
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
む
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
間
の
噴

火
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み

の
問
題
点
と
こ
れ
か
ら
の
再

生
・
復
興
の
課
題
に
つ
い
て

検
証
と
検
討
を
加
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
努
力
を
行
う
。

②
在
京
島
民
へ
の
支
援
を
継

続
し
て
行
う
。

　

「
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い

在
京
島
民
」
と
「
噴
火
災
害

被
災
者
と
し
て
在
京
・
自
立

の
生
活
」
の
道
を
選
択
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
在
京
者
に

対
し
、
東
京
事
務
局
・
Ｄ
Ｔ

Ｐ
Ａ
な
ど
を
軸
に
在
京
者
の

訪
問
活
動
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ル
、
訪
問
活
動
調
査
票
な
ど

の
取
り
組
み
を
通
じ
た
サ

ポ
ー
ト
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。

③
「
三
宅
島
新
報
」
、
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
、
「
ふ
る
さ
と
だ

よ
り
」
な
ど
全
国
発
信
の
努

力
を
行
う
。
「
三
宅
島
新
報
」

は
、
向
上
高
校
新
聞
委
員
会

卒
業
生
に
よ
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の

ご
協
力
を
得
て
、
隔
月
発
行

体
制
の
維
持
に
努
め
る
。

　

「
三
宅
島
新
報
」
、
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
等
の
情
報
発
信

は
、
三
宅
島
被
災
地
の
現
状

を
全
国
発
信
す
る
唯
一
の
手

段
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
も
注
目
し

協
力
取
材
を
続
け
て
い
る

方
々
が
い
る
。
ま
た
支
援
の

継
続
と
関
心
を
持
ち
続
け
て

い
る
多
数
の
協
力
者
の
か
け

橋
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｐ
と
平
行
し
て
編
集
、

印
刷
・
発
送
・
配
布
に
ご
協

力
を
頂
い
て
い
る
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
感
謝
の
意
を
表

し
、
今
年
度
も
継
続
努
力
を

し
て
い
く
。こ
れ
ま
で
通
り
、

島
お
こ
し
の
た
め
に
観
光
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
農
・
漁
業
問

題
の
復
興
な
ど
に
つ
い
て
も

発
信
し
て
い
き
た
い
。

④
災
害
風
化
に
抗
す
る
活
動

資
金
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

者
の
確
保
と
拡
大
を
行
う
。

　

長
期
化
す
る
噴
火
・
火
山

ガ
ス
災
害
の
風
化
と
の
戦
い

が
始
ま
っ
て
い
る
。
活
動
継

続
に
は
、
資
金
が
必
要
で
あ

る
。
ご
寄
付
や
集
会
、
諸
会

議
な
ど
に
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る
協
力
者
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
い
る
が
長
期
化
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
変
化
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
諸
活
動
に

よ
る
財
政
確
保
と
新
た
に
理

解
者
を
増
や
し
活
動
の
継
続

と
強
化
が
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
お
互
い
に
知

恵
を
出
し
合
っ
て
難
局
を
乗

り
切
り
た
い
。

⑤
三
宅
島
再
生
策
の
抜
本
的

検
討
に
取
り
組
む
。

　

坪
田
高
濃
度
地
区
の
住
居

禁
止
の
解
除
と
被
災
者
の
立

場
に
立
っ
た
火
山
ガ
ス
安
全

対
策
の
見
直
し
。
高
齢
化
と

人
口
問
題
の
官
民
取
り
組
み

の
仕
組
み
づ
く
り
。
医
療
体

制
・
福
祉
の
充
実
。
産
業
復

興
策
。
少
子
化
と
教
育
問
題
。

島
民
要
望
事
項
の
重
視
と
実

行
を
行
う
村
政
の
確
立
な
ど

望
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
島
民
同

士
の
話
し
合
い
の
場
、
交
流

の
場
が
絶
対
的
に
不
十
分
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
島
民
の

代
表
で
あ
る
村
会
議
員
の
諸

氏
の
ご
協
力
を
大
い
に
期
待

し
て
い
る
。
私
た
ち
も
今
年

度
か
ら
島
内
の
会
員
の
協
力

を
得
て
、
参
加
人
数
に
と
ら

わ
れ
ず
に
地
道
に
取
り
組
み

を
始
め
る
一
歩
と
し
た
い
。

⑥
そ
の
他
、
必
要
な
活
動
を

行
う
。

会長　佐藤就之

副会長　酒井一豊、池田金好

事務局長・会計　横山美紀

事務局次長　糸井真由美

世話人　

　山田貴久　山尾啓予

　相澤春歌　大坊千代子

　吉田信行　吉田志織

　菊池忠男　勝見吉雄

　光安千久子（補充） 京町

　伊藤奈穂子　小林舞

　草野絵里　大石陽子

　笛木久美子（補充）

監査　稲葉稔　横井和之

　　　　　（順不同・敬称略）

平成 22 年度役員

再
生
に
向
け
た
根
本
的
な
議
論
の
喚
起
な
ど
を

平
成
22
年
度
の
方
針

３
月
13
日
に
行
わ
れ
た
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
総
会

まだ残る高濃度地区
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私
は
、
毎
日
の

よ
う
に
病
院
に
行

か
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
、
島
に

帰
り
た
く
て
も
帰

る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

 
人
工
透
析
装
置

設
置
の
話
も
進
ん

　

島
に
住
む
友
人

か
ら
、
勤
労
福
祉

会
館
が
な
く
な
る

こ
と
を
聞
き
、
た

い
へ
ん
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

５
ヶ
村
の
集
ま

り
の
場
で
も
あ

り
、
ボ
ー
リ
ン
グ

　

歳
を
と
り
す
ぎ

て
し
ま
っ
た
た
め

帰
島
は
あ
き
ら
め

ま
し
た
。
ま
た
、

ガ
ス
の
噴
出
が
続

い
て
い
る
の
で
、

帰
っ
て
も
楽
し
み

と
し
て
農
作
物
を

育
て
る
の
も
難
し

　

私
は
、
気
管
支

喘
息
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
島
に
帰

る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
住
民
票
も

移
し
ま
し
た
。

　

今
住
ん
で
い
る

の
は
、
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
て
す

で
い
な
い
の
で
、
島
の
医
療

体
制
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

島
で
暮
ら
す
島
民
が
、
本

当
に
安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
島
民

の
こ
と
を
一
番
に
考
え
た
政

策
を
行
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

場
や
囲
碁
も
で
き
る
こ
と
か

ら
、
島
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

釣
り
や
海
水
浴
だ
け
で
は

な
く
、
室
内
で
遊
べ
る
環
境

も
必
要
で
す
。
今
後
は
、
島

に
あ
る
も
の
を
生
か
す
こ
と

を
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
一
人
暮
ら
し
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
も
時
折
訪

ね
て
く
れ
る
ほ
か
、
新
し
い

友
人
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
方
が
訪
問
し
て

く
れ
た
際
に
、
一
緒
に
お
話

を
す
る
の
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

ぐ
に
、
ほ
と
ん
ど
強
制
的
に

決
め
ら
れ
た
住
宅
で
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
に
は
と
て

も
住
み
に
く
い
地
域
で
す
。

　

行
政
に
も
掛
け
合
い
ま
し

た
が
、
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
帰
島
で
き
な
い
人

の
待
遇
を
よ
く
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　三宅島自然ふれあいセンター

アカコッコ館は、５月１日から

６月 27 日まで、「三宅島バード

アイランドフェスティバル2010」

（通称ＭＢＦ）を行う。目的は、

三宅島の豊かな自然を利用した

観光の推進。たくさんの方に楽

しく野鳥に親しんでもらうため

のイベントだ。

　なお、この期間アカコッコ館

は早朝５時に開館する。

【主な内容】（詳細は同館ＨＰに）

・５月 15 日、16 日

　江戸屋猫八さんとツアー、トー

クショー

・６月５日、６日

　野鳥音声録音の第一人者・上

田秀雄さんと観察と録音会

　アカコッコ館は、島民の生活

に密着して事業を拡大するシル

バー人材センターや、植林ボラ

ンティアの受け入れや新商品開

発などに挑戦する森林組合等と

並んで、停滞する三宅島の活性

化のための活動をしている。野

鳥の会の青年たちに、島民も好

感を寄せて協力している。

　ふるさとネットでは、ＤＴＰＡ等の協力

も得て、在京島民の訪問活動を続けてい

る。そのような活動を通じておつき合いの

ある、帰りたくても帰れない４人の在京島

民に取材をしたところ、望郷の思いや、高

齢化によって生活がしづらくなっている状

況があることがわかった。

編
集
後
記

　

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
先
月
は
寒
暖
の
差

が
激
し
い
日
が
あ
り
ま
し
た

が
、
体
調
は
崩
さ
れ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

５
月
の
青
空
市
で
は
、
私

た
ち
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
も
特
産
品

の
販
売
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
買

い
物
に
来
る
た
く
さ
ん
の

方
々
に
、
島
の
味
と
実
情

を
伝
え
る
た
め
に
頑
張
り

ま
す
。
お
近
く
の
方
は
ぜ

ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
ね
。
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

在京島民の思い
消えぬ望郷の思い
  今の生活に不安も

アカッコッコ館

野鳥楽しむイベントを

東京都北区桐ヶ丘在住・女性

残念な勤労福祉会館の閉鎖
現
状
の
施
設
の
有
効
活
用
を

東京都北区桐ヶ丘在住・女性

島の医療体制に不安
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
政
策
を

東京都町田市在住・女性

強制的に決められた住宅
高
齢
者
に
は
暮
ら
し
に
く
い
現
状

神奈川県相模原市在住・女性

高齢であきらめた帰島
訪
問
員
と
の
会
話
を
楽
し
み
に

在京島民へふれあいコール

この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。


